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新旧対照表（インフレスライド条項運用マニュアル（暫定版）準用読替規定） 

改訂箇所・内容 旧 新 

読替規定－P.1 

誤字の訂正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良県県土マネジメント部においては「賃金等の変動に対する工事請負契約書第 26条第６項

（インフレスライド条項）運用マニュアル（暫定版）」（平成 26年１月国土交通書大臣官房技術

調査課）を次のとおりに読替えるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良県県土マネジメント部においては「賃金等の変動に対する工事請負契約書第 26条第６

項（インフレスライド条項）運用マニュアル（暫定版）」（平成 26年１月国土交通省大臣官房

技術調査課）を次のとおりに読替えるものとする。 
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改訂箇所・内容 旧 新 

読替規定－P.14 

様式１－１ 

添付資料 

誤字の訂正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式１－１ 添付資料） 

希望基準日 令和○年○○月○○日 

工 事 出 来 高 内 訳 書 

工種 種別 細別 単位 
契約数量 

（Ａ） 

先行指示数量 

（Ｂ） 

出来高数量 

（Ｃ） 

残工時数量 

（Ｄ）＝Ａ＋Ｂ－Ｃ 
摘要 

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

 

 

 

 

 

（様式１－１ 参考添付資料） 

希望基準日 令和 年 月 日 

工 事 出 来 高 内 訳 書 

工種 種別 細別 単位 
契約数量 

（Ａ） 

先行指示数量 

（Ｂ） 

出来高数量 

（Ｃ） 

残工事数量 

（Ｄ）＝Ａ＋Ｂ－Ｃ 
摘要 

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

※本様式は、本マニュアル記５．における「工事出来高内訳書」の参考様式である。 
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改訂箇所・内容 旧 新 

読替規定－Ｐ16 

様式２ 

国のマニュアルに即

した文言に変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式２（インフレスライド） 

○ ○ 第  号 

令和 年 月 日 

受注者 住 所 

氏 名        殿 

奈 良 県 知 事 

又は土木事務所長名等 

 

建設工事請負契約書第 26条第８項の適用について（通知） 

 

標記について、令和  年  月  日付けで請求のあった下記工事におけるス

ライド基準日及びスライド額協議開始日を下記のとおり定めましたので通知しま

す。 

 

記 

 

 

１．工 事 番 号       

 

２．工 事 名       

 

３．スライド基準日      令和○○年○○月○○日 

 

４．スライド額協議開始日   令和○○年○○月○○日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式２（インフレスライド） 

○ ○ 第  号 

令和 年 月 日 

（受注者） 

住 所 

氏 名         殿 

奈 良 県 知 事 

又は土木事務所長名等 

 

建設工事請負契約書第 26条第８項に基づく 

協議の開始の日等について（通知） 

 

建設工事請負契約書第 26 条第６項の規定に基づき、令和  年  月  日付け

で請求のあった下記工事について、工事請負契約書第 26条第８項の規定に基づき、

スライド基準日及びスライド額協議開始日を下記のとおり定めましたので通知しま

す。 

 

記 

 

１．工 事 番 号       

 

２．工 事 名       

 

３．スライド基準日      令和○○年○○月○○日 

 

４．スライド額協議開始日   令和○○年○○月○○日 
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改訂箇所・内容 旧 新 

読替規定－P.17 

様式３ 

発注者側の出来高確

認者を明記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式３（インフレスライド） 

 

出 来 高 量 確 認 書 

 

１．工 事 番 号  

 

２．工 事 名  

 

３．工 期 自）令和  年  月  日 

 至）令和  年  月  日 

 

４．基 準 日 令和  年  月  日 

 

５．出 来 高 量 工事出来高内訳書のとおり 

 

６．出来高量確認者 発注者 

 

７．確 認 年 月 日 令和  年  月  日 

 

上記のとおり確認する。 

令和  年  月  日 

 

（工事執行機関の長） 

（印） 

（受注者） 

住所 法人にあたっては、所在地 

氏名 名称及び代表者氏名   （印） 

 

※ ２通作成し、発注者受注者各自１通を保有数する。 

 

 

 

様式３（インフレスライド） 

 

出 来 高 量 確 認 書 

 

１．工 事 番 号  

 

２．工 事 名  

 

３．工 期 自）令和  年  月  日 

 至）令和  年  月  日 

 

４．基 準 日 令和  年  月  日 

 

５．出 来 高 量 工事出来高内訳書のとおり 

６．出来高量確認者 発注者 主任監督員
＊
 

 

７．確 認 年 月 日 令和  年  月  日 

 

上記のとおり確認する。 

令和  年  月  日 

 

（工事執行機関の長） 

（印） 

（受注者） 

住所 法人にあたっては、所在地 

氏名 名称及び代表者氏名   （印） 

 

＊ 出来高確認者は原則、主任監督員とする。 

※ ２通作成し、発注者受注者各自１通を保有数する。 
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改訂箇所・内容 旧 新 

読替規定－P.18 

様式３ 添付資料 

誤字の訂正 

 

（様式３ 添付資料） 

確認日：令和○年○○月○○日 

工 事 出 来 高 内 訳 書 

工種 種別 細別 単位 
契約数量 

（Ａ） 

先行指示数量 

（Ｂ） 

出来高数量 

（Ｃ） 

残工時数量 

（Ｄ）＝Ａ＋Ｂ－Ｃ 
摘要 

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

※ 当該内訳書は、スライド額を算定するために必要な出来高数量（C）を確認するためのものである。 

そのため確認日以降にＣ欄以外の数量が変更となっても再度の確認は不要である。 

 

 

（様式３ 添付資料） 

確認日：令和 年 月 日 

工 事 出 来 高 内 訳 書 

工種 種別 細別 単位 
契約数量 

（Ａ） 

先行指示数量 

（Ｂ） 

出来高数量 

（Ｃ） 

残工事数量 

（Ｄ）＝Ａ＋Ｂ－Ｃ 
摘要 

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

※ 当該内訳書は、スライド額を算定するために必要な出来高数量（C）を確認するためのものである。 

そのため確認日以降にＣ欄以外の数量が変更となっても再度の確認は不要である。 

 

 


